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第
３
回
定
例
町
議
会
が
９
月
8
日
か
ら

　

日
ま
で
開
会
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
特

１６別
会
計
決
算
の
認
定
等
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額　

億
47

５，

７
１
８
万
円
、
歳
出
総
額　

億
７，

41

６
７
５
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
前

年
度
決
算
額
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

繰
越
額
を
控
除
し
た
実
質
的
な
収
支
は
、

5
億
７，

０
５
６
万
円
の
黒
字
、
当
該
年

度
だ
け
の
単
年
度
収
支
は
、
3
億
５，

５

２
３
万
円
で
、
3
年
連
続
の
黒
字
に
な
り

ま
し
た
。

 

ま
た
、
財
政
調
整
の
基
金
取
り
崩
し
や

地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
、
黒
字
要
素
や

赤
字
要
素
を
控
除
し
た
実
質
単
年
度
収
支

に
つ
い
て
も
、
3
年
連
続
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
、　

億
５，

７
１
８
万

４７

円
で
前
年
度
決
算
額　

億
７，

４
０
７
万

４２

円
に
比
べ　

・
3
%
（
4
億
８，

３
１
１

１１

万
円
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
特
徴
点
と
し
て
、
町
税
は

法
人
税
割
が
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
固

定
資
産
税
（
家
屋
）・（
償
却
資
産
）
の
増

加
も
あ
り　

億
円
を
上
回
り
ま
し
た
。

２２

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
の
法

人
税
割
の
減
収
な
ど
か
ら
増
加
、
町
債
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
全
体
と
し
て
増
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

  歳入決算額　47億5,718万円

（単位：億円）

H22H21H20H19H18

4.24.64.64.73.7個人町民税

4.12.13.53.44.3法人町民税

13.413.012.912.312.1固定資産税

0.90.90.90.90.9その他

22.620.621.921.321.0合計

96.3%96.0%96.4%96.5%96.4%徴収率

※国民健康保険税を除く。
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　町税は、法人町民税が昨年に比べ増加し、
６年連続で２０億円を上回りました。
　また、平成22年度の収納率は、県内４４市町
村中第２位で、県平均８９．９％（速報値）より
も高いポイントになっています。
　町では、今後も収納率の向上を目指して、
自主財源の確保に努めます。

収　　入支　　出
給　料 239,305
　（町税）

パート収入 26,461
　（使用料、分担金等）

定期預金の解約 1,794
　（繰入金）

前月からの繰越 25,487
　（繰越金）

　　小　計 293,047

自
主
財
源

食　費 79,539
　(人件費)
医療費 49,768
　(扶助費)
ローン返済 82,390
　(公債費)
住宅増築工事 18,710
　(普通建設事業費)
生活費（光熱水費、物品購入費など） 111,579
　(物件費、補助費等)
車検、家の修繕費 1,487
　(維持補修費)
子供への仕送り 52,878
　(繰出金)
貯　金 45,212
　(積立金、投資及び出資金、貸付金)

親からの仕送り 108,568
　（地方交付税、国県支出金等）

ローン借入 74,421
　（町債）

　　小　計 182,989

依
存
財
源

　　合　　　計 476,036　　合　　　計 441,563
（人口9,457人　平成23年３月31日現在）

決算額を人口で割り、１人当りを家計に例えたものです。       （単位：円）
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